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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・4/20(金)に開催の六角堂祭に参加される患者様は下記の方となります。

　大上　なみ様・津嶋　イチ子様・五日市　規様　　　3名

・洗面所の換気扇について

　本日、朱夏が来られ洗面所の換気扇の修理を行い直っています。また不具合があれば修理伝票を出して下さいとの事です。不具合がでた際は、修理伝票を提出して下さい。

・スタッフファイル内入れ替えの為各自4/14(土)までにファイル内を空にして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・赤坂　順市様～本日、お母様が面会へ来られお小遣い1万円頂いています。花見について御家族へ説明し了解得ています。

・法霊崎　恵子様～本日、義姉様が面会へ来られお小遣い2万円頂いています。花見について御家族へ説明し了解得ています。

・古川　富蔵様～本日より服薬自己管理1日分開始となっています。服薬管理状況の観察・確認を行っていきましょう。又、服薬調整（減薬）となっています。注意力の欠如等による薬袋の取り違え等のミスがないか観察・確認をお願いします。今後、1～2ヶ月毎に評価を行い、ステップアップしていく予定です。

＜要注目患者様＞

・倉橋　生子様～4/9(月)にイライラ感の訴えありましたがその後は、訴え聞かれず日課・プログラム支障なく取り組まれています。スタッフの対応も素っ気なさありません。面会を気にしている事ありますが、本人からどうしても御家族へ確認したい事があると訴えが聞かれたら介入していくようにしましょう。他者とのトラブルに留意し、交流状況や干渉の有無を観察・確認していきましょう。

・菊地　明子様～昨日から活動性が改善傾向となり、食事も各食摂取され日課・プログラム行う事出来ています。本人より、身体不調の訴えや不安の訴えは聞かれていません。青山荘入所までに新しい事（諸準備）をやる事が増えると思われます。本人の出来る部分を伸ばし出来ない部分をフォローしていくという施設入所の目的について説明し、その練習と位置付けて取り組んでいくよう介入していきましょう。

・十日市　利喜様～4/9(月)に特定患者様の名前を出し「まじないかけられる」「物を盗られる」と切迫した様子で訴え、本人部屋移動を希望され部屋移動しています。部屋移動後の睡眠状況・生活リズムの変化の観察・確認を行っていきましょう。又、本人の訴えを聞くだけではなく（自ら言語化する事が少ない方です。）本人の症状(妄想の内容)についてスタッフがきちんと確認していく事が患者様の現在の病状を把握する上で大切です。「内容がまとまっていない。」「非現実的。」で終わらせる事なく関わっていきましょう。

＜OT報告＞

・十日市　利喜様～作業では病棟での訴え前後変化はなく、1日1ページずつ製図を書いています。今後も様子観察していきます。

・倉橋　生子様～昨日、スタッフへの話し掛けが多く見られていました。作品が完成間近になると待てない事あります。自分の作品がもう少しで完成だから他者より自分の方を先にやったらいいと訴える事あり、OTスタッフから順番がある事伝え落ち着いて聞く事出来ています。時間を置くとOTスタッフへ謝罪してきています。又、スタッフが他患者様と会話をしていると割り込んでくる事があります。必要に応じて介入していき、他者とのトラブルに注意していきます。

・菊地　明子様～昨日から作業へ参加する事出来ています。本人よりOTスタッフへ「2日間休んですみませんでした」と話されています。会話の際、切迫した様子は見られていません。折り紙手芸を行っており、作業ペースは状態不安定前と変わりなく取り組んでいます。本人の様子を見ながら気分・生活リズムの安定を行っていきます。

・元沢　政治様～クラブ活動で他者と一緒に製作を行っていますが、個人で取り組んでいる計算が気になりクラブ活動より計算を行う事ありOTスタッフ説明にも計算を行っている事あります。行動を変えれない為その都度、本人へ分かりやすく説明し取り組んでいきます。

・津嶋　イチ子様～減薬後、作業では変化見られていません。OTスタッフの挨拶に表情の硬さ見られています。引き続き、妄想の有無の観察をしていきましょう。

＜川端Drケースカンファレンス・診察＞

・稲垣　恵利子様～4/8(日)の朝から荷物をまとめ外泊へ行くと話される事ありスタッフの説明にて納得されています。その後からは同内容の訴え聞かれていません。荷物をまとめていた事について、外泊や同室者を気にする発言聞かれています。本人、幻聴をはじめとする症状について言葉に出さない（出してはいけないと捉えている、あるいは言葉に出せない。）方ですので行動の背景（気に掛けている事）に対する対処方法については具体的に伝え、不安を取り除いてあげるようにしましょう。夜間の睡眠状況・同じような行為の有無について観察・確認していきましょう。

・滝澤　久江様～食事形態変更後、食事摂取状況は変わりなくむせ込みもありませんが咀嚼1～2回程で飲み込んでいます。食事の際、嚥下状況の観察・誤嚥に注意し食事摂取状況の観察をしていきましょう。

　　　　　診察→食事形態変更後の食事摂取状況について主治医へ報告しています。4/6準夜帯にて幻覚・妄想発言あった事主治医へ情報提供し、本人が話されていた「イクゾウ様」に関してカルテに記載されていない為、実在するのか御家族へ確認するようにとの事です。

・山田　隆雄様～夕食時、叫んだり耳を塞ぐ行為見られていません。余暇時は、ホールで孤立してうつむいている事あります。本人の体調について確認し、言語化を促していきましょう。

・岡田　石子様～昨日、中野Dr診察の際本人より「子供(男)がいる。会いたい事だけが心配なんです。お父さんが建ててくれた家にいるのかな」と話されている事あります。又、物忘れが気になり「思い出せない」と話されています。外出について訴え聞かれる方ですので、所在の確認をしていきましょう。

　　　　　診察→息子様について本人より訴え聞かれていた事について主治医へ情報提供しています。主治医より、息子様が施設に入所している事を本人へ説明しています。次回の外泊時に釣様へその旨情報提供し、不都合がなければ息子様と会わせるよう指示が出ています。息子様に会いたい理由については本人「会って話がしたいだけ」と話されています。息子様が明倫寮に入っていた事まで本人は覚えている様子あります。

＜担当業務年間報告　ケアプラン＞

・年度内ケアプラン見直し4回以上の目標となっていたが、殆どできていなかった。

・ケアプランの毎月の評価が、次月10日頃までに実施されるよう、よびかけ出来ていた。

・看護計画（ご家族希望欄）に記載・サインしてもらえなかった。（疎遠や遠距離のため）。引き続き、面会や外出・外泊に合わせ、必ず実施する。

・転入してきた患者様のケアプラン立案について、再三呼びかけたが、実施してもらえなかった。






















